
取消日 取消料

取扱手数料及び
研修費用の20％同30日前以降15日前まで

取扱手数料及び
研修費用の50％同14日前以降7日前まで

取扱手数料及び
研修費用の75％同6日前以降前日まで

取扱手数料及び
研修費用の全額受入日当日以降及び無連絡不参加

取り消し料不要お申込日から8日以内 

取扱手数料のみ
お申込日から9日目以降、
受入日より31日前まで

1.プログラムの範囲
このプログラムは、この申込条件に基づいて、株式会社日本アジア文化セ
ンター（以下「当社」といいます）が、中国・韓国・アジア留学のためにお客様
が希望する大学（学校）に対する入学申し込み手続きの代行、出発および
渡航後のサポート（別途各種サポート適応範囲内のみとする）にあたって
の情報提供などを行うものであり、課程修了・学位取得・資格取得などを保
証するものではありません。
研修大学（学校）での研修内容は、各教育機関が独自に企画・運営し提供す
るものであり、当社が自ら研修に関するサービスの提供を行うものではあ
りません。このプログラムに含まれる当社のサービスは次の通りです。
①入学申し込み手続きの代行・入学願書の取り寄せ、入学願書の作成の手
伝い、入学希望校への書類送付および研修費用の送金（アジア諸国の一
部）、入学許可証（または許可のみ）、招聘状（またはそれに代わるもの）の
取り寄せをいたします。
②宿泊手続きの代行・研修期間に合わせて該当コース大学内外の留学生
宿舎、ゲストハウス、ホテルまたはホームステイあるいはアパートなどの申
込み手続きをいたします（有料）。ただし、原則的にお部屋タイプの指定は
できません。一部の国では入学手続きの代行のみを行い、現地に到着後、
参加者が学校から下宿・レジデンス・ホームステイなどの紹介をうけ、自ら訪
問して滞在先を決めていただくことになります。
③渡航手続きのご案内・旅券・査証等の申請方法をご案内いたします。中
国・韓国・アジア諸国の査証取得については、お客様の御要望に応じて査証
申請・取得の代行することができます（お客様の日本の国内の居住地また
は査証申請内容によって異なります）。取得代行料は所定の料金を申し受
けます。
④ファイナル・ガイダンス・現地事情、学校生活・研修中の注意事項について
ご説明いたします。
2.お申し込み
巻末の「申込書・同意書」のご提出、入学手続き手数料のお支払いをもっ
て、正式のお申し込みとして登録し、諸手続きを開始いたします。クーリン
グオフ期間後は入学手続き手数料はご返金できません。
3.お申し込み条件
●中国・韓国・アジア諸国への留学を渡航の目的とし、当社プログラム申込
条件を充分に理解し、受入国の法令および受入校の規則を遵守できる、心
身共に健康な方。
●中国・韓国・アジア諸国の受入校の留学条件の参加条件を満たす方。
●18歳末満の方は、保護者の同意書の提出が必要です。
●70歳以上の方、慢性疾患をお持ちの方、妊産婦の方、および現在健康
を損なうか、身体の不自由な方で、特別な配慮を必要とする方は、その旨
をお申し込み時にお申し出下さい。可能かつ合理的な範囲内でこれに応じ
ます。尚この場合、医師の診断書をご提出いただく場合がこざいます。状
況に応じて、介護者や同伴者の同行を条件とさせていただくか、ご負担の
少ない方法を提案させていただくか、場合によってはお断りすることがあ
ります。
●次に定める事由のいずれかに該当する場合には、お申し込みをお断りさ
せていただくことがあります。
①お申し込み者が未成年の方で、中国・韓国・アジア留学並びに語学研修に
ついて親権者の同意が無い場合
②お客様が希望する大学（学校）の申込手続期限あるいは研修時期までに
研修に必要な手続きが完了できる見通しが無い場合
③お客様が、受入国の法令・公序良俗に反する行為をする恐れがある、また
は受入校の授業の円滑な実施に支障をきたす恐れがある、と当社が判断
した場合
④その他当社の業務上の都合があるとき
●お客様の希望するコースが定員に達していて研修希望大学（学校）から
入学が許可されなかった場合、研修費用から以下の費用を除いた金額を
払い戻しいたします。
a．通信費11,000円
b．その他の実費（研修先によりその金額は異なります）。
●当社のプログラムは、日本国内からの申込みに限ります。海外までの通
信費等は含まれておりませんので、海外から申込みを希望される場合に
は、日本国内に家族等の代理人をたてる必要があります。基本的には国内
のご住所宛にのみ書類を発送、海外への書類発送等については、実費をご
請求いたします。
4.研修費用のお支払い
●当社は基本的には出発日の90日前までに授業料及び滞在費を請求す
ることは ありません。但し、渡航先国家や学校の制度によって渡航の90日
前以前に費用の 支払いなどが発生する場合はその限りではありません。
中国およびアジア諸国（香港、韓国、シンガポール、台湾、フィリピン、インド
ネシア、ベトナム、タイ、モンゴル、トルコ、その他留学）の場合、学校によっ
て異なりますので、上記同様に当社が発行する書面の指示に従うこととし
ます。ただし、送金代行サービスをお申込みいただいた場合、当社の発行
する請求書に指定された期日までにお支払いください。
●当社は、開始前において、為替相場の変動その他の事情により、費用の
変動が生じた場合は、当該費用を変更します。
5.研修費用に含まれるもの
中国・韓国・アジア留学、語学研修の学費、宿泊費などの研修費用は、学校
の定める報名費（中国）、申込金（韓国・アジア諸国の場合）などの費用含め
て、原則的に弊社を通じての支払いとなります。学校によっては、事前の海
外送金が不可となる場合もあります。詳しくは、当社の発行する書面の指
示にしたがうこととします。ただし、各学校の都合により、入学金・授業料・滞
在費等の料金および条件は、予告無しに改定される場合があります。その
場合には、パンフレットに明示されている料金との差額分を追加してお支
払いいただきます。また、学校によっては、パンフレットに明示されているも
の以外の費用が必要となる場合があります。その一部を例示します。
●テキスト代、教材費
●選択授業費用
●キー・デボジット費用
●学校関係諸施設使用料など
6.研修費用に含まれていないもの
前第5項のほかは、研修費用に含まれていません。その一部を例示します。
●入学手続手数料・各種手配料
●日本～研修国間の往復航空運賃
●到着空港～大学までの送迎費
●渡航手続関係諸費用（旅券印紙代・証紙代等）
●中国・韓国・アジア諸国の査証料
●査証申請手続代行料
●海外旅行保険
●日本国内の空港施設使用料
●各国空港税・入国審査料・税関使用料・検疫料
●超過手荷物料金（規定の重量・容量を超える分について）
●通学交通費

●滞在費に含まれていない食費
●自由時間および休暇中の一切の費用
●その他、個人的性質の諸費用など
7.入学手続き手数料およびお申し込み金
●入学手続き代行一件につき、所定の入学手続き手数料（取扱手数料）を
申し受けます。ただし、当社が緊急の手配が必要であると判断した場合は、
一件につき11,000円（消費税込）を申し受けます。この入学手続き手数
料は、クーリングオフ期間後は返金いたしません。また、緊急手配時は申し
込み後のキャンセルは一切の返金はいたしません。また、入学手続き手数
料は研修費用の一部には充当いたしません。
●入学日よりも出発時期が極端に早い場合（事前の第3ヶ国への留学等）
は、申込締切日ではなく出発日に基づき緊急手配料を要する場合があります。
●個人的要望にて、個別の手配が必要な場合に、通信費などの実費にあわ
せて別途手配料として、11,000円（消費税込）を申し受けいたします。
8.お申し込み内容の解除
●お客様はお申込日から8日以内であればお申込の全部、または一部を解
除することができます。
●お客様は次の①～③の料金をお支払いいただくことにより、いつでもお
申し込み内容の全部または一部を解除することができます。お申し込み内
容の取消のお申し出は、必ず書面にて当社までお知らせ下さい。当社が書
面を受け取った時点で、正式の取消として取り扱います。
①当社所定の入学手続き手数料(取扱手数料)。
②報名費（中国の場合）、申込金（韓国・アジア諸国の場合）。
③当社所定(下記)の取消料。
●取消料は全て受入日を基準として算定いたします。
●送金サービスをご利用いただいた場合や、事前送金のある大学、日本円
表記のコースについては、当社所定（下記）の取消料を申し受けいたしま
す。
●事前送金のある大学で、すでに研修費用をお支払い済みで返金がある
場合は、返金に伴う手数料（振込手数料等）および損失（為替差損等）は、お
客様のご負担となります。ただし、一部の学校については、学校の規則に準
じ返金が認められません。
＜取消料＞

登録費、授業料の前納金、入学金、インビテーション保証金、インビテーショ
ン申請費、交渉費の実費などについては、現地大学の規定に従い取消時の
払い戻しは原則としてありません。
9.当社のお申込みの解除
参加者が著しく語学留学の趣旨に反し、プログラムの円滑な運営を妨げる
と判断される場合は、当社および受入学校、滞在先が契約を解除すること
があります。その場合の手数料はお返しできません。
●お客様が第4項に規定する期日までに研修費用を支払われないときは、
当社はお申し込みを解除することがあります。この時はお客様に次の料金
をお支払いいただきます。
①当社所定の入学手続き手数料（取扱手数料）。
②報名費（中国の場合）、申込金（韓国・アジア諸国の場合）。
③当社所定(上記)の取消料。ただし、事前送金のある大学、インターンシッ
プなど日本円表記のコースの場合に限る。
10.お申し込み内容の変更
●すでにお申込いただいた各学校の申込締切日前であれば、志望校・コー
ス及び留学期間の変更を、最初の1回目のみ5,500円（消費税込）にてお
受けします。但し、申込締切日後又は2回目以降の変更については、新たな
お申込とし、諸定の手続手数料をいただきます。
研修開始後に期間の短縮、延長を希望される場合は、現地にて当該大学ま
たは語学学校等教育機関の同意を得たうえで行って下さい。開始後の期
間短縮、途中退校の場合、費用の払い戻しは原則としてありません。
11.渡航手続き
●旅券の取得はお客様ご自身にて行なっていただきます。
●研修に要する査証（ビザ）は当社にて取得を代行することが可能です（お
客様の日本国内における居住地によっては代行取得が不可となる場合が
ございます）。代行料は別途所定の料金を申し受けます。但し、お客様ご自
身に起因する事由により査証の取得ができなかった場合当社はその責任
を負いません。
●学校側の事情により、入学通知書、インビテーションなどのビザ取得の
ための関連書類が期日までに届かず、その結果として緊急ビザ申請費、予
め予約された航空機などの出発日変更料が必要となる場合がありますが、
一切お客様のご負担となります。当社の手配状況を確認の上、渡航手続き
をされることをお薦めいたします。
●航空券については、当社の手配状況を確認の上ご購入ください。すでに
購入した航空券にあわせて手配を行うことはできません。航空機などの出
発日変更手数料が必要となった場合、お客様のご負担とさせていただきます。
●旅券取得・予防接種証明書・健康診断書等の渡航手続きは、原則としてお
客様ご自身にて行なっていただきます。すでにお持ちの方も有効期限など
にご注意下さい。
12.免責事項
当社は、次のような場合には責任を負いません。
●お申し込みコースが定員に達していて入学できない場合
●お申し込み宿泊施設が定員に達していて滞在できない場合
●通信事情または学校側の事情により、入学通知証等の入学関係書類が
期日までに届かず、出発できなかった場合
●お客様の個人的な事由、または各都道府県旅券申請窓口・中国・韓国・ア
ジア諸国の大使館・領事館側の事情により、旅券・査証が出発までに取得で
きなかった場合
●お客様の個人的な事由により、旅券・査証の発給を拒否された場合もし
くは渡航先での入国を拒否された場合

●お客様が、個人的な事由により、ローンの承認がおりず、手続きの継続が
不可能になった場合
●天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊機関の事故、日本または外国の官公署
の命令・出入国規制、伝染病による隔離、自由行動中の事故、食中毒、盗難、
運送機関の遅延・不通・スケジュール変更、陸海空における不慮の事故、そ
の他、不可抗力の事由により生じた損害
●渡航後、個人的な事由により、当社を通して予約した滞在先を変更する
場合の一切の手続き及び返金交渉
●渡航後はお客様個人の責任において行動していただきます。お客様の
故意・過失、受入国の法令・公序良俗もしくは受入校・滞在先の規則等に違
反した行為により生じた責任・損害等は、すべてお客様個人の負担となりま
す。また、それらの行為により当社が損害を受けた場合は、当社はお客様か
らの損害の賠償を請求いたします。
●個人的行動により生じた事故・損害につきましては、お客様個人の責任に
帰し、当社にその責任を負わせるものではありません。
●当社は、各大学から当社に送られてきた最新資料に基づき中国・韓国・ア
ジア諸国の語学研修プログラムのご紹介・手続きをいたしますが、各大学
側の事情により、受入条件・研修内容・滞在先・費用・その他研修プログラム
に関して、予告無しに変更される場合があります。その際、当社は、変更に
関する情報を当社が入手し次第、お客様にご連絡いたしますが、研修プロ
グラムに関する変更については責任を負いません。
●急激な為替レートの変動により、表示した授業料・滞在費などが変更とな
る場合があります。その際は各大学が定めた金額をお支払いいただきます。
13.ご注意事項
●各大学からの要請により、海外旅行保険は、必ず日本ご出発前に加入し
ていただきます。
●入学手続き手数料、プログラム費用を銀行振り込みにてお支払いの場
合には、金融機関の発行する振込金の受領書をもって領収書に代えさせ
ていただきます。
●授業料・滞在費等の研修費用の一部を現地でお支払いいただく場合は、
当社があらかじめお願いする通貨、方法でご用意ください。クレジットカー
ドでのお支払いはできませんのでご注意ください。また一部の国の滞在先
では、宿泊費を弊社指定レートで換算して日本円でご請求させて頂きます。
●大学・研修期間により、特別な書類（健康診断書、レントゲン診断書、予防
接種証明書等）を必要とする場合があります。
●当社は現地空港への出迎えの手配をいたします（有料）。出迎え希望者
は、お申し込みの際にアプリケーションフォームにその旨を必ずご記入くだ
さい。研修先大学、出発日やお申し込みのタイミングによっては出迎え希
望者に対しては出迎えの可否を当社からさせていただきます。ご希望どお
り手配することができない場合がありますのでお早めにお申し込みください。
●中国の長期留学の場合、基本的に事前に留学生宿舎のタイプの指定は
できません。したがって、現地に到着後、入学手続きの際に参加者が自ら決
めていただき入寮していただくことになります。その他のアジア諸国では、
一部事前に宿泊先を手配できない学校があります。現地に到着後、入学手
続きの際に参加者が学校からアパート・下宿・レジデンス・ゲストハウス・ホー
ムステイ等の紹介を受け、自らアパート・下宿・レジデンス・ゲストハウス・
ホームステイ等を訪問して決めていただくことになります。
●一部のプログラムについて、大学・滞在先の都合により、一度決定された
滞在先が、現地到着前もしくは到着後に変更になる場合があります。
●中国・韓国・アジア諸国の祝祭日、各大学の定める休校日には、留学生宿
舎・ゲストハウス等の食堂・力フェテリアが閉鎖となり、ご利用できない場合
があります。
●滞在先でのベッドメーキング・自分の部屋の整理整頓・掃除・洗濯等は、お
客様ご自身で行っていただくことになります。
●中国・韓国・アジア諸国では欧米ほど“NO SMOKING”の習慣が普及し
ていませんが、大学および宿泊施設の建物内を含め、場所により"NO 
SMOKING 禁煙"となっているところがあります。喫煙者の方は、喫煙場
所を確認し、許可を得てから、煙草を吸うようにしてください。
●授業には必ず出席してください。研修中、無断であるいは正当な理由無
く授業を欠席したり、大学・宿泊施設の規則やルールに反する行為をしたた
めに大学・宿泊施設から研修・滞在の継続を拒否された場合、直ちにご帰国
いただくことになります。残存期間の研修費、滞在費の払い戻しはできま
せん。またご帰国のための航空運賃等、新たに生じる一切の費用はお客様
自身のご負担となります。
●研修中に緊急事態が発生した場合や、やむを得ぬ理由により帰国する必
要が生じた場合には、必ず、現地の先生にご連絡願います。
●中国・韓国・アジア留学、語学研修のために取得した査証では就労（アル
バイトを含む）はできません。
●貴重品については、お客様自身で責任をもって管理するよう心掛けてく
ださい。大切なものは必ずスーツケースに入れ、鍵を掛けてしまっておくよ
うにしてください。
14.当社の責任
●当社の責任の範囲は、第1項に記載した中国・韓国・アジア留学、語学研
修機関の斡旋行為に限定されます。
●当社は留学、語学研修機関の斡旋行為にあたって、当社または当社が手
配を代行させた者（以下手配代行者）の故意または過失により、お客様に
損害を与えたときは、お客様が被られた損害を賠償いたします。ただし、損
害発生の翌日から起算して2年以内に当社に対して通知があった場合に限
ります。
15.その他
●お客様の個人的な事由、または中国・韓国・アジア諸国大使館・領事館側
或いは、大学の事情によって査証が出発までに取得できなかった場合に当
社は責任を負いません。やむを得ず、入学に間に合わせるために、香港・韓
国・インドネシア・タイ・シンガポール・フィリピン・マレーシア・ベトナムなどに
おいては、無査証にて入国（日本人の場合、旅行扱いに限って無査証での
入国が許可されている）していただくこともあります。その場合現地で、学
生査証に切り替えることになりますが、学生査証に切り替えるための諸費
用などは、一切お客様のご負担となります。
●プログラム参加中の参加者に対する個人的な連絡は行いません。また、
やむを得ない場合であっても、連絡は特別緊急な場合を除き、直接参加者
本人へは行いません。参加者は自身でご自宅へ連絡先を報告してください。
●航空機予約および研修期間以外の宿泊手配等の旅行手配についての
申込条件は、お申し込みいただいた当該旅行業者（当社提携旅行会社）の
手配旅行約款によります。
●この申込条件は、予告無しに変更されることがあります。
●この申込条件は、2025年11月1日以降にお申し込みされるお客様に
適用されます。
●このプログラムは、旅行業法に基づく営業保証金または弁済業務保証金
の対象となりません。

「手配留学（手配旅行)(留学手続き）」申込条件書

個人情報の取扱いについて（募集型企画旅行・手配旅行）

3.

株式会社日本アジア文化センター（以下「当社」といいます）は、留学・旅行申込みの際
に提出された申込書に記載された個人情報（過去に取得したものを含みます）につい
て、お客様との間の連絡のために利用させていただくほか、お客様がお申込みいただき
ました留学・旅行において入学手続き及び運送・宿泊機関などの提供するサービスの手
配及びそれらのサービスの受領のための手続きに必要な範囲内で利用させていただ
きます。このほか、当社では下記内容でお客様の個人情報を利用させていただきます。
　　①当社発行の留学パンフレット並びに学校パンフレットの送付
　　②当社の関連する留学プログラム・旅行商品の各種キャンペーン、イベントのご案内
　　③留学・旅行参加後のご意見やご感想の提供のお願い
　　④アンケートのお願い
　　⑤特典サービスの提供
　　⑥統計資料の作成
お客様は、個人情報を提供しないこともできますが、その場合当社から留学・旅行に必
要なサービスを提供できないことがあります。
当社は当社が保有するお客様の個人データのうち、氏名、住所、電話番号またはメール
アドレスなどのお客様への連絡にあたり必要とする最小限の範囲のものについて、当
社が扱う留学プログラム・旅行以外のすべての留学プログラム・旅行商品ならびに催し
物などの案内のために、これを利用させていただくことがあります。

1.

2.　　

外部委託について
当社は旅行業及び留学支援事業に関わる円滑なサービスを提供するため、ま
た、円滑かつ効率的な事業活動を遂行するため、個人情報保護体制について一
定の水準を満たしていると認める委託先に個人情報を預託することがありま
す。また、当該委託先における管理については必要かつ適切な監督を行います。

個人情報の変更及び訂正について
お申込み時に提供された情報の変更・訂正・削除のお申し出は、ご本人からの要
請であることを確認し、遅滞なく行います。

個人情報に関する相談、苦情、開示請求

下記までお問い合わせください。
株式会社日本アジア文化センター
E-mail:inform@jacc.co.jp

4.　　　　　　　　

5.

6.

写　　真
（4.5cm×3.5cm）

裏面に氏名記入

JACCパッケージプラン・手配留学　申込書・同意書

株式会社 日本アジア文化センター　宛
〈約束事項〉
私はプログラムの参加に際し、研修企画会社発行の案内書面の案内書、その他関係文書に記載されてある趣旨、諸規則、手続き内容および受入機関の指示などの語学研
修の遵守事項に従い、また留学プログラム申込条件の内容に同意することを約束いたします。

年　　　　月　　　　日

年　　　　月　　　　日

渡航中の参加者に対し、受け入れ団体（教育機関を含む）、現地アドバイザーまたは受け入れ家族の親が保護者となり、緊急を要する医療（手術含む）には彼らの個人的責
任を負うことなく決定しうることをここに承認します。そして子供の故意・過失によりプログラム参加中に起こりうるすべての法的処置、いかなる経済的その他の責任、諸
問題、要求について、研修機関（株式会社日本アジア文化センター）、または派遣および受入団体とその役職員、ならびに受入家族の全員に対して免責の保証を与えます。
また、参加者を貴プログラムの諸規則に従わせ、もし違反した場合、私の経済的責任のもとに、即刻帰国させることに異議を申しません。 

ご参加の保護者署名

別紙取引条件説明書に記載の旅行条件及び旅行手配のために必要な範囲での運送・宿
泊機関などその他への個人情報の提供について同意の上、以下の旅行に申込みます。

研修先

ご希望の
コース

氏　名

フリガナ

国　名

学ぶ言語(　　　　　 　　語) 　(　　　　　　 　語) 日本出発日（予定） 　　　　年　　　　月　　　　日
□一人部屋希望　　□相部屋希望　　□レジデンス希望

□特選コース（P.5）

□手配留学（P.6～26）
出発地

ローマ字氏名

成田・関西・中部・福岡・その他（　　　　　　）

パスポートと
同じもの

学校名

留学
期間

（短期）　　年　　月　　日～　　年　　月　　日（　日間/週間）

（長期）　　年　　月～　　年　　月（　学期間/年間）

※実際の授業開始は入学通知書に記載された日程に従います

男・女 未婚・既婚

住　所

在学校/職業 □高校　□専門学校　□短大　□大学　□大学院　□会社員　□会社役員　□公務員　□自営業　□無職　□その他（　　　  ）

勤務先または
学校名

生年月日

フリガナ

フリガナ フリガナ
留学中の
国内連絡先
（学生の場合は
帰省先）

家
族
構
成

旅券（パスポート）番号 旅券発行日 5年旅券・10年旅券 有効残存期間　　年　ヶ月年　　月　　日・申請中
語学留学
参加経験

健　   康　   状　   態 よい　・　ふつう　・　わるい　　血　圧：　高い　・　中くらい　・　低い　　タバコ：　吸う　・　吸わない

西暦　　　年（昭和・平成　　年）　　 　 月　　  　日（　　）歳 国籍 本籍
地

都道
府県

市郡
区

〒（　　　　　　　）

〒（　　　　　　　）

E-mail: @

TEL

携帯

FAX

TEL

携帯

FAX住所

名称

氏　　名 続柄 年齢 職業または学校名 氏　　名 続柄 年齢 職業または学校名

所在地（〒　　　－　　　） 学校名：

最終学歴

電話　　 　（　　　　） 年生在学中あるいは　　　　　年（卒業・中退）

氏名

書類送付希望 □現住所　□帰省先（　　　月　　　日～　　　月　　日）

続柄（　 ）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

年　 　月　　 日～　　 年　 　月　 　日 年　 　月　　 日～　　 年　 　月　 　日期
間

国
名

国
名

期
間

参加者が18歳未満の場合

ご参加者署名
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日本人にとって、身近な存在アジア。一言で「アジア」と言っても、様々な国・言語があります。JACCでは注目の16ヵ国をピックアップ。旅行で行ったことのあるこの都市で、興味のあるあの国で、今度はじっく
りと滞在してみませんか？1週間程度の短期留学から1年以上の長期留学までJACCでは手配いたします。少しの勇気とたくさんの好奇心が留学の第一歩です。
※査証申請前に、各国大使館・領事館にて最新情報を必ず確認してください。申請する大使館・領事館により異なる場合があります。　※どの査証を取得するかは、各学校・出発時期・個人により異なります。
必ず弊社の指示に従い、適切な査証を取得してください。　※査証・旅券情報は予告なしに変更される場合があります。ご注意ください。

各国情報 　̶INFORMATION̶　

TAIWAN 台湾
異国だが懐かしい感じがする。かつて日本の植民地で
ありながら、限りなく日本に愛着と憧憬を持ち続けてい
る人が多い。豊富な観光資源のみならずグルメ王国と
しても有名。又、心からの癒し、エネルギッシュな活力な
ど多様な面にて心からの癒しを与えてくれます。

●正式国名：中華民国（台湾）
●首都：台北
●言語：中国語（普通語）
●時差：日本との時差はー１時間（サマータイムはなし）
●通貨：元（ユェン）、ニュー台湾ドル（NTDollar）

●90日以内の観光目的の滞在は、出国する予約済みの航空券
か乗船券を持っていればビザは不要。それ以上の滞在や留
学などはビザが必要。

●旅券残存有効期間：帰国時まで有効なもの。

査証・旅券などについて

HONG KONG 香港
香港では広東語・北京語・英語留学が可能です。生活は
非常に便利ですが物価が高く、留学には十分な予算を
組んでおきましょう。

●正式国名：中華人民共和国香港特別行政区
●言語：広東語・英語・北京語
●時差：日本との時差は－１時間（サマータイムの実施なし）
●通貨：香港ドル（HK＄）、セント（¢）、人民元（RMB）

●90日以内の滞在はビザは不要。
●旅券残存有効期限：入国時3ヶ月以上

査証・旅券などについて

PHILIPPINE フィリピン
タガログ語を中心に地方も合わせると80前後の言語を
もつフィリピン。首都マニラをはじめ、最近では世界的に
有名なセブ島の人気も高まりつつあります。英語が共通
語として話されており、アジア内でも通用度の高い国と
して知られています。

●正式国名：フィリピン共和国
●首都：マニラ
●言語：タガログ語、英語など
●時差：日本との時差は－１時間（サマータイムの実施なし）
●通貨：フィリピンペソ（P）、センタボ（¢）

●30日以内は査証不要、31日以上は観光などの査証が必要。
●旅券残存有効期限：帰国時まで有効なもの

査証・旅券などについて

MALAYSIA マレーシア
マレーシアはマレー語・英語・中国語・タミール語が入り
交じる多民族・多言語国家で、多様な文化と価値観に触
れることができ、幅広い視野を養うことができます。

●正式国名：マレーシア
●首都：クアラルンプール
●言語：マレー語・英語・中国語・タミール語
●時差：日本との時差は－１時間（サマータイムの実施なし）
●通貨：マレーシアリンギット（RM）、マレーシアセント（¢）

●90日以内の観光は査証不要。
●学生ビザなど。保証金RM1,000必要。（帰国時リファンド）
●旅券残存有効期限：入国時6ヶ月以上

査証・旅券などについて

SINGAPORE シンガポール
シンガポールは華人・マレー人・インド人を中心に形成
される多民族国家です。世界でも有数の治安が良い国
として知られています。日本からのアクセスも便利です。

●正式国名：シンガポール共和国
●首都：シンガポール
●言語：マレー語・英語・中国語・タミール語
●時差：日本との時差は－１時間（サマータイムの実施なし）
●通貨：シンガポールドル（S＄）、セント（¢）

●学生ビザなど。但し日本で学生ビザ取得不可。
●旅券残存有効期限：入国時6ヶ月以上

査証・旅券などについて

INDIA インド
「神々と信仰の国」または「喧騒と貧困の国」といわれ
中国に次ぐ、世界第２位の人口。又、5000年の歴史を
持ち、多様な、宗教、言語、文化を持つ民族がひしめき、
一つの文化圏を作り、活気・熱気に溢れる国です。

●正式名称：インド共和国
●首都：デリー
●言語：ヒンディー語・英語
●時差：日本との時差は-3.5時間（サマータイムはない）
●通貨：ルピー（Rs.）

●30日以内は到着ビザが必要（観光、商用、留学）、31日以上
は学生ビザの取得が必要。
●旅券残存有効期限：申請時６ヶ月以上。（１年の査証を申請す
る場合、申請時１年以上）

査証・旅券などについて

INDONESIA インドネシア
インドネシア長期留学のポイントはビザの取得にあります。
学生ビザを取得する場合には非常に時間がかかりますので、
できれば１年くらい前から準備をすすめましょう。

●正式国名：インドネシア共和国
●首都：ジャカルタ
●言語：インドネシア語
●時差：日本との時差は首都ジャカルタで－２時間
（サマータイムの実施なし）※地域により時差は異なる
●通貨：ルピア（RP）

●30日以内は観光査証、61日以上は社会文化ビザ、又は学生
ビザなどが必要。

●旅券残存有効期限：観光－入国時6ヶ月以上、
   学生̶申請時18ヶ月以上

査証・旅券などについて

Czech Republic  チェコ
1993年にチェコスロバキアがチェコとスロバキアに分
離し成立。首都のプラハをはじめ、悠久のときを感じさせ
る町を多く有する。世界遺産の町だけでなく温泉保養地や、
ビール造りが盛んな町、豊かな自然美。又、2,000以上の
城があり、建物好きなら古城を巡る旅も楽しめます。

●正式名称：チェコ共和国
●首都：プラハ
●言語：公用語はチェコ語。外国語は、高年層にはドイツ語が、中・
若年層には英語が比較的通じる。
●時差：日本との時差は-8時間（サマータイムあり。実施中は7
時間の時差になる。）

●通貨：チェココルナ（Kc）

●6ヵ月以内、合計90日までの観光目的の滞在ならビザは不要。
●旅券残存有効期限：入国時に６ヶ月以上必要。

査証・旅券などについて

RUSSIA  ロシア
ユーラシア大陸の北部、バルト海沿岸から太平洋まで東
西に伸びる世界最大の領土を持つ。広大なロシアの大地
には美しく豊かな自然が広がり、都市には悠久の歴史が刻
まれている。又、栄華の面影を今に伝える壮麗な建築、激
動の時代を経て磨かれた文化・芸術など伝統は奥深い魅
力があります。

●正式国名：ロシア連邦
●首都：モスクワ
●言語：ロシア語
●時差：日本との時差は－７時間（モスクワの場合）（サマータイ
ムあり）
●通貨：ロシア・ルーブル（Rp.）

●必要（24時間以内の空港乗り継ぎ除く）。
●旅券残存有効期限：ロシア出国時6ヶ月以上

査証・旅券などについて

BRASIL  ブラジル
南米大陸の約半分を占め気候も各地で違う。中南部には
パンタナールの湿原があり、南東部は山岳地帯。北部は、
アマゾン河流域とブラジル高原からなり、熱帯樹林に覆わ
れた人跡未踏のエリアも多い。多様性な文化が共用して
います。

●正式国名：ブラジル連邦共和国
●首都：ブラジリア
●言語：ポルトガル語。
●時差：日本との時差は－１２時間（首都ブラジリアの場合）
●通貨：通貨単位はレアルまたはヘアル（R$）

●90日以内の滞在はビザは不要。
●旅券残存有効期限：帰国時まで有効なもの。

査証・旅券などについて

VIETNAM ベトナム
素朴さと味わいのベトナム伝統の上に、フランス統治時
代に培われたセンスが加わり、独特の魅力があふれてい
ます。

●正式国名：ベトナム社会主義共和国
●首都：ハノイ
●言語：ベトナム語
●時差：日本との時差は－２時間（サマータイムの実施なし）
●通貨：ベトナムドン（VND）

●15日以内は査証不要。16日以上は査証が必要。
●旅券残存有効期限：出国時6ヵ月以上

査証・旅券などについて

THAILAND タイ
東南アジア・環太平洋地帯への入り口とされているタイは、
活気に満ち、友好的で、物価が安く過ごしやすいことから
ロングステイを希望される方も多くなっています。

●正式国名：タイ王国
●首都：バンコク
●言語：タイ語
●時差：日本との時差は－２時間（サマータイムの実施なし）
●通貨：バーツ（Baht）、サタン（Satang）

●期間によりEDビザ、または観光ビザなどが必要。
●旅券残存有効期限：入国時6ヶ月以上

査証・旅券などについて

United Arab Emirates（UAE） アラブ首長国連邦
アラビア湾の入口に横たわり、アブダビ、ドバイ、シャルジ
ャ、アジマン、ウム・アル・カイワイン、フジャイラ、ラス・ア
ル・ハイマという7つの首長国が集まりひとつの国を形
成。最も安心して滞在できるアラブの国として知られる。
高層ビルに埋もれたようにして建つモスクに、その歴史を
感じる。ドバイは世界でも有数のリゾート地になります。

●正式国名：アラブ首長国連邦
●首都：アブダビ
●言語：公用語はアラビア語だが、英語が広く使われている。
●時差：日本との時差は-5時間（サマータイムは実施していない）
●通貨：通貨単位はディルハムDh（Dirham）とフィルス（Fils）

●30日以内の観光目的の滞在であればビザは不要。
●旅券残存有効期限：入国時に６ヶ月以上必要。

査証・旅券などについて

ヨーロッパとアジアが交わるトルコは、その地理的状況と
同様に文化的にもその影響が強く残っています。東西の
文化の中継地として栄えた美しい歴史的な建造物や宮殿
などが多くあります。

●正式国名：トルコ共和国
●首都：アンカラ
●言語：トルコ語
●時差：日本との時差は－7時間（サマータイムあり）
●通貨：新トルコリア（YTL）、イェニ・クルシュ（YKｒ）

●90日内は査証不要。
●旅券残存有効期限：入国時150日以上必要。

査証・旅券などについて

TURKEY トルコ

UKRAINE  ウクライナ共和国
国土面積は日本の約1.6倍、その南部は黒海に面してい
る。これまでソ連の一国であった経緯からあまり知られ
ていないが、海あり、山あり、川あり、遺跡あり、古都もあ
りと観光資源は豊富です。

●正式名称：ウクライナ共和国
●首都：キエフ
●言語：公用語はウクライナ語。東部およびクリミア自治共和国
ではロシア語。
●時差：日本との時差は－７時間（サマータイムあり）
●通貨：通貨単位はグリヴナ。(UAH).

●90日以内の滞在の場合、ビザは不要。それ以上はビザが必要。
●旅券有効期限：帰国時まで有効なもの

査証・旅券などについて

MONGOL モンゴル
ユーラシア大陸の内陸部にあり、南側を中国、北側をロ
シアに囲まれた内陸国です。高原の国で大草原、ゴビ砂
漠の国として知られています。

●正式国名：モンゴル国
●首都：ウランバートル
●言語：モンゴル語
●時差：日本との時差は首都ウランバートルで－１時間
（サマータイムの実施なし）※地域により異なる
●通貨：トゥグリク（Tg）

●30日以内の滞在は査証不要。
●観光ビザ・学生ビザなど
●旅券残存有効期限：入国時6ヶ月以上

査証・旅券などについて

海　外　渡　航　歴 なし　・　あり（国名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

過去に渡航国の査証を申請したことがありますか。

渡航国査証の発給を拒否されたことがありますか。

□はい　　□いいえ

□はい　　□いいえ

共　通 □査証（ビザ）手配 □航空券手配※１ □海外旅行保険の加入※1

言　語

語学学習歴

以前当社の留学に参加
された事がありますか

手配留学（P.6以降）の方は、サポートについて以下もご記入下さい。（サポートは別途料金となります。詳細は各ページをご覧下さい。）

その他の要望事項

日本アジア文化センターを
どこでお知りになりましたか

語学レベル

□入　門（はじめて間もないため、まだ発音に自信がない。）

□初　級（学習を進めていくうえでの基礎的知識を身につけてること。発音がひとまずできる。）

□準中級（日常生活語彙500～1000ならびに文法の基礎的事項をマスターして、平易な会話を聞くこと、話すことができる。）

□中　級（一般常用語彙1000以上2000ならびに文法の一般的事項をマスターしていて、簡単な日常会話ができ、基本的な文章を読み、書くことができる。）

□準上級（常用語3000以上を完全にマスターし、主として複文を含むやや高度な文章を読み書くことができる。）

□上　級（文法の全般的事項をマスターし、語学全般にわたる高度な運用能力を有する。）

学んだ機関名　（学校名・講座名・年数）、各種検定試験の有無などを詳細に

ある　（　　　　　年　　　　　月　　　　　　　　　　コース）　・　なし

※日本の教育機関などに休学届け提出などの理由で入学通知書が必要な場合でも、学校の都合により期日までにお渡しできない場合があります。
※1 原則として海外旅行保険には必ずご加入ください。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
プ
ラ
ン・
手
配
留
学

中 　 国 　 語
韓 　 国 　 語
広 　 東 　 語
英 　 　 　 語
ベト ナ ム 語
インドネシア語
そ の 他
（ 　 　 ）

旅行会社（会社名　　　　　　　　　　　　　）・大学生協・大学の学生課（学校名　　　　　　　　　　　　　　　　　）
留学雑誌（雑誌名　　　　　　　　　　　　　）・旅行雑誌（雑誌名　　　　　　　　　　　　　）
インターネット（弊社HP）・先生の紹介（学校名　　　　　　　　　先生名　　　　　　　　　　　　　　）
知人の紹介（名前　　　　　　　　　　）・その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｠ ）

お申込みに必要な4点セット

□ 申込書・同意書（この用紙）

□ 写真2枚（白背景）　4.5×3.5cm（1枚はこの用紙に貼ってください）

□ パスポートのコピー　1部

□ お申込み金（パッケージプランの場合）50,000円の提出
　 （プログラム費用の一部として充当します。）
　 或いは
□ 入学手続き代行手数料（P.6をご確認ください）

　 以上4点のご提出とご入金が確認できた時点でお申込みといたします。

取扱店（店名を御記入または店印を必ず押してください。）

担当者：

■販売店の方へ
　この申込書・同意書をお預かり次第、日本アジア文化センターへ
　送付してください。

□留学前の手続中、海外旅行の予定（国名　　　　　　　　期間　　　月　　　日～　　　月　　　日頃 ※渡航の手続きに遅れが出ないよう、連絡の手段を
　確保してください。

中国・台湾留学サポート
□空港出迎え＆チェックイン　□生活応援サポート　□宿泊先予約＆送金代行（□一人部屋　□二人部屋）
□授業料送金代行＆入学手続き同行　□滞在期間中安心サポート（□3ヶ月　□6ヶ月　□1年間）

中
国・台
湾

□空港出迎え　　　□学費送金　　　□宿泊先予約代行
ア
ジ
ア

韓国留学サポート □滞在先事前予約代行　　　□空港出迎え＆滞在先チェックイン　　　□生活応援サポート韓
国

アジア留学サポート
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